
－ 47 －

　

筆
者
は
、
二
〇
一
八
年
三
月
に
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ア
ン
・
ヘ
ン

フ
ィ
ル
⑴
著　

A
 R

oad to K
E

E
P, a story of Paul R

usch

（1969, 1970

）
を
『
キ
ー
プ
へ
の
道　

昭
和
史
を
拓
い
た
ポ
ー

ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
』
と
題
し
て
翻
訳
・
出
版
し
た
（
北
條
鎮
雄
と
共

訳　

立
教
大
学
出
版
会
刊　

丸
善
雄
松
堂
発
売
）。
同
書
で
は
、

ポ
ー
ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
の
多
方
面
に
わ
た
る
活
躍
を
追
い
、
同
氏
の

主
要
な
働
き
で
あ
っ
た
キ
ー
プ
協
会
の
誕
生
の
経
緯
と
、
そ
れ
以

降
の
発
展
の
様
子
が
詳
し
く
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
山
梨
日
日

新
聞
社
刊
に
よ
る
『
清
里
の
父　

ポ
ー
ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
伝
』
で

も
、
各
種
取
材
を
通
し
て
、
そ
の
歩
み
を
丹
念
に
辿
っ
て
い
る
。

こ
の
二
著
に
よ
っ
て
、
ラ
ッ
シ
ュ
氏
お
よ
び
キ
ー
プ
の
歩
み
は
そ

の
全
容
が
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
が
、
し
か
し
、
広

範
囲
に
及
ぶ
同
協
会
の
活
動
で
あ
っ
て
み
れ
ば
な
お
補
足
す
べ
き

点
も
残
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
稿
は
右
の
二
著
を
下

敷
き
に
し
な
が
ら
そ
れ
を
補
充
し
、
ま
た
、
別
の
観
点
を
加
え

て
、
キ
ー
プ
協
会
の
発
展
の
推
移
と
そ
の
背
景
を
点
描
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
（
一
）
で
は
、
清
里
の
地
域
的
発
展
の

経
緯
や
、
清
里
に
開
拓
者
と
し
て
入
植
し
た
人
々
の
状
況
や
そ
の

人
た
ち
の
キ
ー
プ
と
の
繋
が
り
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
た
い
。

一
　
近
世
ま
で
の
念
場
原
の
開
拓

　

大
日
本
帝
國
陸
地
測
量
部
（
国
土
地
理
院
の
前
身
）
発
行
、
一

九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
測
図
「
八
ケ
嶽
」⑵
に
よ
る
と
、
現
在

の
清
里
一
帯
を
含
む
念ね
ん
ば
が
は
ら

場
原
は
、
ほ
と
ん
ど
が
針
葉
樹
林
と
荒
地

で
あ
っ
た
（
引
用
地
図
参
照
）。
後
に
こ
の
地
に
入
植
し
た
奈
良

靖
夫
⑶
の
記
述
に
よ
れ
ば
「
茅
と
熊
笹
と
雑
木
の
茫
々
た
る
原

野
」（
奈
良 1981　

p.13

）
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
図
で
は
、〔
佐

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕

キ
ー
プ
協
会
史
点
描
（
一
）　
清
里
一
帯
の
開
拓
と
入
植
者

松 

平 

信 

久
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久
往
還
〕
が
所
々
で
弯
曲
し
な
が

ら
念
場
原
を
南
北
に
貫
通
し
、
そ

の
原
野
の
中
央
近
く
に
〔
清
里
村
〕

が
位
置
し
、
周
辺
の
東
側
に
、
長
野

県
と
の
国
境
の
あ
た
り
か
ら
、〔
三

軒
屋
〕、〔
平
澤
〕、〔
樫
山
〕〔
浅
川
〕

な
ど
の
集
落
が
南
に
向
か
っ
て
点
在

し
て
い
る
。
往
還
に
は
、
信
州
南
佐

久
の
〔
板
橋
〕
か
ら
三
軒
家
、
平
澤

を
通
る
脇
道
が
通
じ
て
い
る
が
、
板

橋
以
南
の
往
還
本
道
の
左
右
に
は
人

家
は
全
く
な
く
、
こ
の
道
は
「
茫
々

た
る
」
無
人
の
原
を
ひ
た
す
ら
南
へ

或
い
は
北
へ
と
辿
っ
て
い
る
。
ま

た
、
原
の
北
西
側
に
は
、〔
美
森
山
〕

が
位
置
し
、〔
川
俣
〕
を
挟
ん
だ
南

西
部
に
は
〔
井
出
原
〕
が
南
北
に
広

が
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
江
戸
時
代
の
地
誌
で

あ
る
『
甲
斐
国
志
』⑷
に
は
、
こ
の
周

辺
の
地
形
と
気
候
に
つ
い
て
、
つ
ぎ

の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。［
本
論
で

の
引
用
は
、
日
原
興
忠
に
よ
っ
て
刊

「
八
ケ
嶽
」
測
図
の
一
部

　
←
至　

板
橋
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行
さ
れ
た
版
に
よ
っ
て
い
る
。
引
用
文
の
ル
ビ
と
（　

）
内
の
記

述
は
引
用
元
の
記
述
に
よ
る
。《　

》
内
の
記
述
は
引
用
者
の
判

断
に
よ
る
漢
字
の
読
み
と
簡
単
な
語
意
で
あ
る
。
ま
た
、
引
用
に

あ
た
り
原
著
に
は
な
い
句
読
点
を
補
っ
た
。］

　
　

�

柏カ
シ
ハ
ザ
キ崎
ノ
牧
（
樫
山
村
）　

浅
川
村
ノ
北
、
瑞ミ
ズ
カ
キ籬
山
⑸
ト
テ
高

サ
数
十
丈
ノ
断
崕
《
だ
ん
が
い
》
ア
リ
。
下
ニ
深
沢
川
ノ
急

流
ヲ
帯
フ
。
其
絶
頂
へ
近
キ
処
ニ
古
時
ノ
佐
久
郡
河
上
路
ア

リ
。
舟
窪
ト
云
所
ニ
関
門
ノ
迹
《
あ
と
》
存
セ
リ
。
後
、
今

ノ
路
ヲ
開
キ
浅
川
ニ
番
所
ヲ
移
ス
。
険
路
較
々
《
か
く
か
く

＝
前
に
比
べ
て
》
易
シ
ト
云
（
日
原 1977　

p.706

）。

　
　

�　

平
沢
ハ
信
州
ニ
属
ス
レ
ド
モ
、
却
テ
本
州
ノ
界
《
さ
か

い
》
ニ
指
シ
入
リ
、
前
後
無
人
境
《
き
ょ
う
》
ナ
ル
上
、
大

山
ノ
麓
ニ
テ
霜
雪
《
そ
う
せ
つ
》
蚤
《
は
や
》
ク
下
リ
、
寒

烈
ノ
地
ナ
レ
バ
《
中
略
》
類
ヒ
稀
ナ
ル
孤
村
ナ
リ
（
日
原 

1977　

p.704

）。

　

こ
の
記
述
か
ら
、
当
地
が
険
阻
な
地
形
で
周
囲
の
村
や
集
落
か

ら
隔
絶
さ
れ
、
往
時
か
ら
厳
寒
の
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。

　

ま
た
、
念
場
原
周
辺
の
柏
崎
牧
《
か
し
わ
ざ
き
の
ま
き
》
は
、

甲
斐
三
牧
の
一
つ
で
、
馬
の
産
地
で
あ
っ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い

る
。

　
　

�　

村
ノ
東
北
、
船
川
上
モ
柏
前マ
マ

ノ
牧
ト
云
伝
《
い
い
つ
た

わ
》
ル
処
ア
リ
。
野
馬
平
、
南
牧
ヨ
セ
、
北
牧
ヨ
セ
、
掛
札

ナ
ド
云
《
い
う
》
地
名
存
シ
タ
リ
。
其
北
ハ
信
州
ノ
川
上
ト

一
嶺
ヲ
隔
ツ
小
念
《
こ
ね
ん
》
ト
テ
、
念
場
原
ニ
相
次
キ
タ

ル
広
平
ノ
原
ナ
リ
。
歴
史
ニ
載
《
の
》
ス
ル
本
州
年
貢
ノ
御

馬
六
十
匹
（
真
衣
野
、
柏
前
、
両
牧
三
十
匹
、
穂
坂
三
十

匹
）
両
牧
八
月
十
日
ヲ
以
テ
期
ト
為
シ
牽
進
《
け
ん
し
ん
＝

牽
引
し
て
進
呈
す
る
と
い
う
意
味
か
》
ス
（
日
原 1977　

p. 706

）。

　
『
ポ
ー
ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
伝
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
馬
は
朝
廷
に
献

上
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
歴
史
は
九
〇
〇
年
こ
ろ
（
平
安
時
代
の

延
喜
年
間
）
に
遡
れ
る
と
い
う
（
山
梨
日
々
新
聞
社 1986　

p.187

）。

　

加
え
て
念
場
原
の
開
拓
に
つ
い
て
、『
甲
斐
国
志
』
に
は
、

　
　

�　

念
場
ノ
原　

浅
川
、
樫
山
ノ
域
内
ニ
テ
二
村
ノ
耕
地
モ
ア

リ
。《
中
略
》
相
伝
フ
、
此
原
ハ
、
中
世
ニ
清
次
ト
云
者
ア

リ
。
新
田
ヲ
開
キ
、
人
戸
ヲ
建
ツ
。
繁
栄
シ
テ
念
場
千
軒
ト

称
セ
シ
由
。《
中
略
》
後
ニ
村
居
廃
シ
テ
処
々
ヘ
戸
ヲ
移
ス

（
日
原 1977　

pp.703-704

）。

と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
時
は
か
な
り
の
居
住
者

が
お
り
、
新
田
の
開
発
が
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
れ
に
も
拘

わ
ら
ず
、
そ
れ
が
廃
さ
れ
た
要
因
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
土

質
（
火
山
性
強
酸
性
土
）、
土
砂
や
岩
石
、
厳
寒
、
水
の
欠
乏
な

ど
が
関
わ
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
驚
く
こ
と
に
は
、
こ
の
地
に
は
遥
か
そ
れ
以
前
か
ら
人



－ 50 －

が
住
ん
で
い
た
形
跡
が
あ
る
。
入
植
者
の
一
人
で
あ
る
谷
口
彰

男
⑹
は
以
下
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　
　

�　

わ
が
家
の
畠
か
ら
は
三
か
所
ほ
ど
土
器
・
石
器
の
出
る
所

が
あ
り
、
清
里
全
体
で
は
か
な
り
あ
ち
こ
ち
に
、
そ
れ
も
水

場
の
近
く
に
、
そ
う
い
う
所
が
あ
る
事
、
一
番
古
い
も
の
で

は
縄
文
早
期
（
８
千
年
位
前
）、
縄
文
前
期
（
７
千
年
位

前
）、
縄
文
中
期
（
４
～
５
千
年
位
前
）、
そ
し
て
縄
文
後
期

（
３
千
年
位
前
）
の
も
の
、
更
に
僅
か
で
は
あ
る
が
古
墳
時

代
前
期
（
２
千
年
位
前
）
の
も
の
が
あ
る
事
が
わ
か
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
ご
く
最
近
の
成
果
で
、
わ
が
家
の
西
の
「
丘

の
公
園
」
開
発
予
定
地
の
試
掘
調
査
で
は
、
今
か
ら
１
万
５

千
年
位
前
の
旧
石
器
も
数
点
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
（
谷
口
彰

男
／
高
根
清
里
小
学
校
〈
以
下
、「
高
清
小
」
と
略
記
〉

1985　

p.77

）。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
奈
良
は

　
　

�　

そ
の
む
か
し
八
っ
岳
の
中
腹
に
展
開
し
た
縄
文
文
化
は
期

間
数
千
年
に
亘
っ
て
栄
え
た
と
い
う
。
そ
ん
な
遙
か
な
悠
久

を
こ
の
八
っ
岳
で
生
き
な
が
ら
、
あ
る
日
を
境
に
衰
退
し
、

や
が
て
忽
然
と
し
て
消
え
去
っ
た
。
気
候
の
変
化
が
原
因
で

あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
（
奈
良 1981　

p.252

）。

と
記
し
、
こ
の
地
に
気
候
変
動
が
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い

る
。

二
　
清
里
村
の
誕
生

　

一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
二
月
一
五
日
、
こ
の
地
域
を
含
む
浅

川
、
樫
山
の
二
村
が
合
併
し
て
〔
清
里
村
〕
が
生
ま
れ
た
⑺
。
な

お
『
甲
斐
国
志
』
の
樫
山
村
に
関
す
る
記
述
に
「
幽
遠
ニ
シ
テ
念

場
ト
云
曠
原
モ
本
村
ノ
域
ニ
懸
レ
リ
」（
日
原 1977　

p.224

）

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
清
里
村
誕
生
以
前
、
念
場
原
一
帯
は
樫
山
村

に
属
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
⑻
。

　

こ
の
村
名
命
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
前
出
の
谷
口
は

　
　

�　

誰
が
ど
の
様
な
理
由
で
清
里
村
と
し
た
か
は
、
僅
か
百
年

ほ
ど
前
の
事
で
す
が
今
の
と
こ
ろ
全
く
不
明
で
す
。
も
う
一

つ
の
清
里
、
新
潟
県
中
領マ

マ域
郡
⑼
清
里
村
（
上
越
市
付
近
）

と
、
北
海
道
斜
里
郡
清
里
村
（
斜
里
町
付
近
）
を
も
参
考
と

し
て
是
非
解
明
し
た
い
問
題
で
す
。
し
か
し
、
先
人
は
良
い

名
前
を
つ
け
て
く
れ
た
も
の
だ
と
感
謝
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

（
谷
口
／
高
清
小 1985　

pp.79-80

）。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
村
名
命
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
筆
者
も

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
清
冽
な
印
象

を
抱
か
せ
、
そ
の
後
の
こ
の
地
の
消
長
に
深
く
関
わ
る
〔
清
里
〕

の
名
が
、
ま
だ
原
野
で
あ
っ
た
こ
の
地
に
つ
け
ら
れ
た
こ
と
は
、

特
筆
に
値
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

ま
た
、
冒
頭
に
触
れ
た
よ
う
に
、
明
治
時
代
の
地
図
に
す
で
に

〔
美
森
山
〕
の
名
が
出
て
く
る
。
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こ
の
名
に
つ
い
て
『
甲
斐
国
志
』
に
は
、

　
　

�　

宇
豆
久
志
森　

八
カ
嶽
ノ
麓
、
念
場
原
ニ
在
ル
小
山
ナ

リ
。
今
ハ
木
ナ
シ
（
小
者
ヲ
宇
豆
久
志
ト
云
ハ
方
言
ナ
リ
。

美
麗
ノ
義
ニ
ア
ラ
ズ
）（
日
原 1977　

p.412

）

と
の
記
述
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
旧
来
か
ら
の
「
宇
豆
久
志

森
」
の
名
に
拠
り
な
が
ら
〔
美
森
〕
に
転
化
し
た
こ
と
が
推
測
さ

れ
る
。〔
美
し
の
森
〕
は
、〔
清
里
〕
と
と
も
に
こ
の
地
を
象
徴
す

る
名
称
で
あ
り
、
つ
つ
じ
の
名
所
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
転
換

は
当
を
得
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

な
お
、〔
清
里
村
〕
は
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
に
近
隣
地

域
に
合
流
し
て
〔
高
根
町
〕
と
な
り
、
さ
ら
に
二
〇
〇
四
（
平
成

一
六
）
年
、
北
巨
摩
郡
に
所
属
す
る
町
村
の
う
ち
、
小
淵
沢
町
を

除
き
、
長
坂
町
・
高
根
町
・
大
泉
村
・
白
州
町
・
武
川
村
・
須
玉

町
・
明
野
村
の
七
町
村
が
合
併
し
て
〔
北
杜
市
〕
と
な
っ
た
。
さ

ら
に
、
二
〇
〇
六
年
に
は
小
淵
沢
町
も
北
杜
市
に
加
わ
り
、
北
巨

摩
郡
は
消
滅
し
た
。

三
　
昭
和
前
期
の
開
発
・
展
開

　

山
梨
県
は
、
昭
和
初
期
の
農
村
不
況
へ
の
対
策
の
一
つ
と
し

て
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
に
、「
八
ヶ
岳
開
墾
事
業
」
を
策

定
し
、
こ
の
地
域
の
開
発
を
企
図
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
計
画
は

一
向
に
進
展
し
な
か
っ
た
。
先
に
も
延
べ
た
、
周
囲
か
ら
隔
絶
し

た
地
形
、
土
砂
や
岩
石
、
土
質
、
寒
冷
特
に
冬
季
の
厳
寒
、
雨
季

の
汚
泥
、
砂
礫
の
た
め
湧
水
が
少
な
く
河
川
も
遠
い
こ
と
に
よ
る

水
の
欠
乏
な
ど
が
障
壁
と
な
っ
て
い
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き

る
。１

．
小
海
線
の
開
通

　

そ
の
状
況
を
打
開
し
た
大
き
な
要
因
の
一
つ
は
、
一
九
三
三

（
昭
和
八
）
年
に
小
海
線
が
開
通
し
、
清
里
駅
が
開
業
し
た
こ
と

で
あ
る
。
小
海
線
の
前
身
で
あ
る
佐
久
鉄
道
は
、
一
九
一
五
（
大

正
四
）
年
に
、
長
野
県
の
小
諸
～
中
込
間
で
開
業
し
た
。
同
線
の

開
設
と
延
長
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
中
村
勝
実
『
佐
久
鉄
道
と
小

海
線
』
に
詳
し
い
が
、
こ
の
鉄
道
敷
設
の
背
景
に
つ
い
て
、
佐
久

地
方
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
状
況
が
あ
っ
た
。

　
　

�　

当
時
の
佐
久
地
方
は
、
東
西
に
信
越
線
が
走
る
北
佐
久
に

比
較
し
て
、
南
佐
久
は
全
く
の
〝
未
開
の
地
〟
で
あ
っ
た
。

木
曽
や
伊
那
に
も
す
で
に
鉄
道
が
通
じ
て
い
た
。
県
内
で
、

ひ
と
り
取
り
残
さ
れ
た
〝
陸
の
孤
島
〟
で
あ
り
、「
信
州
の

北
海
道
」
と
も
い
わ
れ
た
の
が
、
南
佐
久
の
実
情
で
あ
っ

た
。
こ
と
に
小
海
村
以
南
の
八
ヶ
岳
山
麓
一
帯
は
、
全
国
で

も
き
っ
て
の
山
林
資
源
に
富
ん
だ
と
こ
ろ
。
こ
の
開
発
の
た

め
に
も
一
日
も
早
い
鉄
道
敷
設
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
（
中

村 1985　
p.27

）。

　

こ
の
鉄
道
敷
設
に
は
、
地
域
の
資
産
家
や
銀
行
家
が
力
を
注
い
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だ
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
狙
い
の
中
に
は
沿
線
各
地
の
商
業
的
・

経
済
的
発
展
も
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
狙
い
通
り
、
鉄
道
の
開
通

と
と
も
に
、
例
え
ば
、
中
込
駅
周
辺
（
現
・
佐
久
市
）
に
は
旅
館

や
商
店
が
新
設
さ
れ
、
鉄
道
の
も
つ
地
域
活
性
化
の
効
果
が
如
実

に
現
れ
た
（
中
村 1985　

pp.50-52

）。
こ
う
し
て
同
鉄
道
は
、

一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
ま
で
に
順
調
に
小
海
ま
で
延
長
さ
れ

た
。

　

し
か
し
そ
の
後
の
経
済
不
況
の
影
響
や
、
小
海
以
南
の
土
地
の

高
低
差
、
多
く
の
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
を
必
要
と
す
る
地
形
的
条
件

か
ら
、
路
線
延
長
は
頓
挫
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
一
九
三
四

（
昭
和
九
）
年
に
、
同
線
は
政
府
に
買
収
さ
れ
、
国
鉄
の
〔
小
海

北
線
〕
と
な
っ
た
。
国
鉄
は
、
一
方
で
、
そ
の
前
年
の
一
九
三
三

（
昭
和
八
）
年
に
〔
小
海
南
線
〕
と
し
て
、
小
淵
沢
～
清
里
間
を

開
通
さ
せ
て
お
り
、
甲
斐
小
泉
、
甲
斐
大
泉
、
清
里
の
三
駅
が
一

斉
開
業
し
た
。
東
京
か
ら
は
僻
遠
の
地
で
あ
っ
た
清
里
へ
の
行
き

来
は
、
一
挙
に
そ
の
時
間
を
縮
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
続
い
て
一

九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
一
一
月
二
九
日
、
最
後
の
未
通
区
間
で

あ
っ
た
清
里
～
信
濃
川
上
間
も
完
成
し
て
、
小
諸
～
小
淵
沢
間
が

全
線
開
通
し
、
小
海
線
は
信
越
線
と
中
央
線
を
結
ぶ
中
部
横
断
鉄

道
と
し
て
の
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
清
里
駅
（
一
、二
七
五
ⅿ
）
と
野
辺
山
駅
（
一
、三
四
六

ⅿ
）
の
両
駅
は
、
海
抜
一
、三
七
五
ⅿ
と
い
う
国
鉄
の
最
高
地
点

を
は
さ
ん
で
、
無
人
の
原
野
に
開
か
れ
た
駅
だ
っ
た
が
、
日
本
一

標
高
の
高
い
所
を
走
る
高
原
列
車
と
し
て
全
国
的
に
有
名
に
な
っ

た
。

　

な
お
同
線
は
、
最
終
的
に
は
静
岡
県
と
新
潟
を
結
び
、
太
平
洋

と
日
本
海
を
つ
な
ぐ
本
州
横
断
鉄
道
と
な
る
構
想
も
あ
っ
た
が
、

そ
れ
は
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
（
中
村 1985　

pp.89-94

）。

２
．
駅
開
設
の
頃
の
清
里

　

駅
開
設
の
頃
、
清
里
は
人
家
も
ま
ば
ら
な
僻
村
で
あ
っ
た
。

　
　

�　

そ
の
頃
は
、
樫
山
か
ら
清
里
駅
の
間
に
は
、
私
の
家
が
一

軒
あ
る
だ
け
だ
っ
た
。
道
は
、
樫
山
か
ら
駅
ま
で
、
山
の
中

を
曲
り
曲
っ
た
泥
道
が
一
本
あ
る
だ
け
。
こ
の
頃
の
駅
前
に

は
、
４
～
５
軒
家
が
あ
る
だ
け
、
今
の
下
念
場
に
４
軒
程
、

大
門
川
西
で
念
場
ケ
原
に
10
軒
位
し
か
な
か
っ
た
（
小
清
水

高
重
／
高
清
小 1985　

pp.80-81

）。

　

そ
の
よ
う
な
地
域
に
と
っ
て
、
鉄
道
の
開
設
は
有
史
以
来
の
大

き
な
出
来
事
で
あ
っ
た
ろ
う
。
一
九
三
三
年
七
月
二
七
日
、
小
淵

沢
発
清
里
行
き
の
第
一
号
列
車
を
迎
え
た
清
里
住
民
の
様
子
を
、

当
時
一
五
歳
で
あ
っ
た
少
女
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　
　

�　

心
に
残
る
事
、
い
よ
い
よ
清
里
に
も
汽
車
が
通
る
と
い
う

事
で
す
。
今
ま
で
は
、
汽
車
に
乗
る
た
め
に
は
、
長
坂
ま
で

歩
い
て
行
っ
た
の
で
す
か
ら
、
清
里
の
人
た
ち
に
と
っ
て

は
、
ど
ん
な
に
か
嬉
し
か
っ
た
事
で
あ
っ
た
か
し
れ
ま
せ

ん
。
部
落
中
皆
で
、
樫
山
か
ら
清
里
駅
ま
で
の
道
を
、
一
年
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が
か
り
で
作
り
ま
し
た
。
多
分
、
私
は
、
15
歳
か
16
歳
頃

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
開
通
の
日
に
は
、
清
里
村
こ
ぞ
っ
て

の
お
祝
い
で
し
た
。
提
灯
行
列
、
旗
行
列
、
お
祝
い
の
お
酒

も
で
、
婦
人
の
人
た
ち
の
お
ど
り
と
大
変
な
も
の
で
し
た
。

初
め
て
汽
車
を
見
る
人
も
数
多
く
、
村
民
こ
ぞ
っ
て
感
激
し

た
一
日
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
汽
車
に
乗
っ
て
み
た

い
一
心
で
、
冬
の
間
、
親
に
お
願
い
し
て
奉
公
に
出
ま
し
た

（
浅
川
き
く
じ
／
高
清
小 1985　

p.83

）。

　

鉄
道
開
設
と
共
に
、
こ
の
地
は
先
ず
、
木
材
の
集
積
、
搬
送
の

拠
点
と
し
て
、
長
い
雌
伏
の
時
か
ら
目
覚
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
　

�　

駅
の
開
業
と
同
時
に
八
ケ
岳
の
恩
賜
林
か
ら
モ
ミ
、
ツ

ガ
、
シ
ラ
ベ
な
ど
豊
富
な
木
材
の
搬
出
が
始
ま
り
、
清
里
駅

の
北
側
に
は
大
き
な
貯
木
場
が
開
か
れ
た
。
春
か
ら
秋
に
か

け
て
切
り
出
し
た
木
材
は
ト
ロ
ッ
コ
で
貯
木
場
に
積
ま
れ
、

秋
に
競
売
さ
れ
た
。
こ
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
、
毎
日
十
両

程
度
の
貨
物
発
送
が
あ
り
、
業
者
が
貨
車
を
奪
い
合
う
ほ
ど

の
活
況
を
呈
し
た
（
山
梨
日
々
新
聞
社 1986　

p.188
）。

　

駅
開
設
当
時
の
村
の
様
子
を
さ
ら
に
詳
し
く
伝
え
る
中
村
の
文

章
を
資
料
【
１
】
と
し
て
文
末
に
採
録
し
た
。

３
．
清
里
開
拓
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
来
清

　

小
海
線
が
全
通
し
た
翌
年
の
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
は
、

そ
の
後
の
清
里
の
展
開
を
支
え
た
三
人
の
重
要
な
人
物
が
入
清
し

た
注
目
す
べ
き
年
と
な
っ
た
。

　
〈
春
〉
そ
の
一
人
、
清
里
酪
農
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
先
導
的

な
役
割
を
担
っ
た
茅か
や

野の

達
一
郎
が
、
こ
の
年
の
春
、
当
地
に
入

り
、
当
初
は
長
野
県
南
牧
村
の
板
橋
川
河
畔
で
花
卉
栽
培
に
取
り

組
ん
だ
（
奈
良 1992　

p.55

）。

　
〈
八
月
〉
そ
の
二
は
、
安
池
興お
き

男お

の
山
梨
県
営
八
ケ
岳
山
麓
開

墾
事
務
所
長
と
し
て
の
赴
任
で
あ
る
。
安
池
は
、
や
が
て
入
植
し

て
き
た
開
拓
農
民
を
衷
心
か
ら
支
え
指
導
し
た
。
当
地
の
開
拓
営

農
の
確
立
は
、
こ
の
人
物
の
援
け
が
な
け
れ
ば
危
う
か
っ
た
と
言

う
べ
き
で
あ
ろ
う
（
奈
良 1992　

p.56 

お
よ
び
岩
崎 1988　

巻

末
年
表
）。

　
〈
秋
〉
そ
し
て
そ
の
三
は
、
ポ
ー
ル
・
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ラ
ッ

シ
ュ
（Paul Frederick Rusch

）
で
あ
る
。
ラ
ッ
シ
ュ
は
、
立

教
大
学
生
を
中
心
と
し
た
「
日
本
聖
徒
ア
ン
デ
レ
同
胞
会
」（
Ｂ

Ｓ
Ａ
）
の
活
動
の
た
め
に
、
青
少
年
の
育
成
と
指
導
者
訓
錬
を
目

的
と
し
た
キ
ャ
ン
プ
場
に
相
応
し
い
場
所
を
探
し
て
い
た
。
こ
の

年
の
秋
に
清
里
を
訪
れ
、
富
士
山
が
見
え
、
八
ヶ
岳
が
迫
る
眺
望

に
魅
せ
ら
れ
た
彼
は
、
早
速
こ
の
地
を
候
補
地
に
決
め
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
こ
が
山
梨
県
有
地
で
あ
る
と
知
る
や
、
直
ち
に
県

と
の
借
地
交
渉
に
入
り
、
借
地
に
成
功
し
「
清
泉
寮
」
の
建
設
を

目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
（
山
梨
日
日
新
聞
社 1986　

pp.175-
180

お
よ
び
奈
良 1992　

p.57

）。
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４
．
ポ
ー
ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
と
清
泉
寮

　

二
・
二
六
事
件
、
中
国
戦
線
の
拡
大
な
ど
、
世
情
の
不
安
定
、

戦
時
色
の
濃
度
が
日
増
し
に
募
る
中
、
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）

年
は
、
清
里
に
と
っ
て
エ
ポ
ッ
ク
・
メ
イ
キ
ン
グ
の
年
と
な
っ
た
。

　

そ
の
一
つ
は
、
ポ
ー
ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
清
泉
寮
が
竣
工

（
七
月
二
四
日
落
成
式
）
し
、
早
速
利
用
が
始
ま
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
立
教
大
学
の
学
生
を
中
心
に
、
岩
を
取
り
除
き
泥
濘
と
格
闘

し
た
こ
の
建
設
工
事
の
大
変
さ
は
『
キ
ー
プ
へ
の
道
』
に
も
詳
し

く
描
か
れ
て
い
る
（
ヘ
ン
フ
ィ
ル 2018　

pp.48-51

）。

　

村
の
人
た
ち
は
こ
の
施
設
を
「
り
っ
き
ょ
う
」
と
呼
び
、
最
初

は
半
信
半
疑
で
、
そ
し
て
や
が
て
胸
襟
を
開
い
て
様
々
な
繋
が
り

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　

�　

清
泉
寮
。
そ
の
名
は
清
里
村
と
大
泉
村
に
ま
た
が
っ
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
つ
け
ら
れ
た
。
八
ケ
岳
高
原
に
ふ
さ
わ
し
い

良
い
名
前
で
あ
る
が
、
は
じ
め
は
な
ん
と
い
っ
て
も
耳
新
し

く
聞
き
な
れ
な
か
っ
た
。
立
教
大
学
の
キ
リ
ス
ト
教
団
体
が

建
て
た
と
い
う
の
で
、
地
元
で
は
も
っ
ぱ
ら
「
り
っ
き
ょ

う
」
と
呼
ん
だ
。
そ
の
方
が
わ
か
り
易
か
っ
た
。
清
泉
寮
は

日
本
聖
徒
ア
ン
デ
レ
同
胞
会
が
青
少
年
の
キ
ャ
ン
プ
場
と
し

て
作
っ
た
も
の
で
あ
り
、
立
教
大
学
の
学
生
（
立
教
大
学
聖

徒
ア
ン
デ
レ
同
胞
会
）
が
そ
の
建
設
に
多
数
参
加
し
た
。
清

里
で
は
珍
し
い
角
帽
の
労
力
奉
仕
団
で
賑
わ
い
、
中
心
人
物

の
ポ
ー
ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
も
立
教
大
学
の
先
生
で
あ
る
と
伝
え

ら
れ
た
。
だ
か
ら
清
泉
寮
は
、
ま
だ
な
に
が
出
来
る
の
か
わ

か
ら
な
か
っ
た
材
木
運
び
の
段
階
か
ら
「
り
っ
き
ょ
う
」
で

あ
り
、
建
物
が
完
成
し
て
聖
公
会
の
旗
が
ひ
る
が
え
っ
て
も

「
り
っ
き
ょ
う
」
だ
っ
た
（
奈
良 1992　

p.70

）。

　

こ
の
施
設
は
、
第
二
次
大
戦
中
は
活
動
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
が
、
敗
戦
後
は
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
も
と
づ
い
た
民
主
主
義

社
会
の
建
設
を
目
指
す
、
清
里
農
村
セ
ン
タ
ー
計
画
の
拠
点
と

な
っ
た
。

　

こ
の
働
き
は
「
清
里
教
育
実
験
計
画
」（K

iyosato Educa-
tional Experim

ent Project= K
EEP

＝
キ
ー
プ
、
一
九
五
一

年
設
立
）
へ
と
繋
が
っ
て
ゆ
く
。
こ
の
計
画
で
は
、
高
冷
地
農
業

の
改
革
を
目
指
し
、
清
泉
寮
に
続
い
て
、
清
里
聖
ア
ン
デ
レ
教
会

（
一
九
四
八
年
）、
聖
ル
カ
診
療
所
（
一
九
五
〇
年
）、
地
域
図
書

館
（
一
九
五
一
年
）、
高
冷
地
実
験
農
場
（
一
九
五
一
年
）、
聖
ヨ

ハ
ネ
保
育
園
（
一
九
五
七
年
）、
清
里
農
業
学
校
（
一
九
六
三
年
）

等
々
を
創
立
、
八
ケ
岳
山
麓
の
寒
村
を
大
き
く
変
貌
さ
せ
た
。

５
．
小
河
内
ダ
ム
建
設
に
伴
う
家
屋
水
没
と
清
里
へ
の
入
植

　

右
と
同
じ
一
九
三
八
年
の
、
清
里
に
と
っ
て
の
大
き
な
出
来
事

は
、
二
八
戸
六
三
名
の
ま
と
ま
っ
た
数
の
入
植
者
が
あ
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
入
植
は
、
東
京
市
の
上
水
用
水
源
と
し
て
奥
多
摩

に
小
河
内
ダ
ム
（
現
・
奥
多
摩
湖
）
の
建
設
が
計
画
さ
れ
、
そ
の

た
め
に
水
域
の
多
く
の
家
屋
が
水
没
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
の
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住
民
が
立
ち
退
き
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
⑽
。

　

二
八
戸
の
出
身
村
を
見
る
と
、
小
河
内
ダ
ム
の
上
流
に
あ
た
る

山
梨
県
北
都
留
郡
丹た

波ば

山や
ま

村
（
鴨
沢
地
区
）
が
二
六
戸
、
小
菅
村

金
風
呂
か
ら
一
戸
、
東
京
市
の
小
河
内
村
が
一
戸
で
あ
る
。
彼
ら

は
念
場
原
の
県
有
地
（
通
称
相
ノ
原
）
の
一
二
八
町
歩
に
入
植
し

た
（
奈
良 1992　

p.57

お
よ
び
岩
崎 1988　

pp.36-55

）。
こ

の
地
は
、「
八
ヶ
岳
開
拓
部
落
」⑾
と
名
づ
け
ら
れ
た
が
、
上
記
二

八
戸
の
他
に
個
別
に
入
植
し
た
四
戸
⑿
、
お
よ
び
丹
波
山
村
か
ら

の
移
住
者
の
う
ち
一
人
が
独
立
し
た
こ
と
に
よ
る
計
三
三
戸
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
清
里
の
農
業
開
発
の
先
鞭
を
つ
け
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

こ
の
年
の
四
月
一
七
日
、
丹
波
山
村
な
ど
か
ら
の
移
住
者
の
各

戸
一
人
ず
つ
の
先
発
隊
を
甲
府
駅
に
出
迎
え
、
続
い
て
中
央
線
に

同
乗
し
て
小
淵
沢
か
ら
清
里
に
向
か
っ
た
と
き
の
様
子
を
安
池
興

男
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。［
ル
ビ
は
引
用
者
に
よ
る
］

　
　

�　

車
中
一
同
の
談
話
の
中
に
も
運
命
の
推
移
に
不
安
焦
燥
の

面お
も
も
ち持
窺
わ
れ
、
一
見
何
れ
も
野や

人じ
ん
の
容
貌
、
風ふ
う
て
い体
な
れ
ど
も
、

そ
の
動
静
は
思
想
順じ
ゅ
ん
り
ょ
う
良
に
し
て
意
志
堅
固
な
る
様よ
う
そ
う相
察
知

せ
ら
れ
、
之こ

れ

等ら

純
情
無む

く垢
な
る
犠
牲
者
の
運
命
開
拓
へ
の
悲

痛
な
心
境
に
同
情
を
覚
え
、
愈い
よ
い
よ々

以
て
指
導
者
の
責
任
重
大

な
る
を
悟
る
。

　
　

�　

十
時
五
十
分
開
拓
地
の
玄
関
口
、
清
里
駅
に
下
車
、
時

恰あ
た
かも
高
原
の
快
晴
は
入
植
者
の
気
持
を
引
き
立
て
、
開
拓
地

へ
の
第
一
歩
を
力
強
く
踏
ま
し
め
建
設
へ
の
希
望
を
明
る
く

懐
か
し
め
た
り
（
安
池 1978　

p.9

）。

　

一
方
入
植
者
も
希
望
と
不
安
の
入
り
混
じ
っ
た
面
持
ち
で
清
里

の
地
を
踏
ん
で
い
る
。
入
植
者
の
一
員
で
当
時
二
七
歳
だ
っ
た
酒

井
久
重
⒀
は
次
の
よ
う
に
書
き
残
し
て
い
る
。

　
　

�　

不
安
と
期
待
で
清
里
駅
に
着
い
た
時
、
一
番
最
初
に
感
じ

た
こ
と
は
、
は
て
し
な
く
広
が
る
大
地
と
大
空
に
、
鴨
沢
の

狭
い
山
あ
い
に
な
れ
て
い
た
私
に
は
、
身
震
い
す
る
よ
う
な

感
動
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
大
変
で
す
。
や
る
こ
と
な

す
こ
と
全
部
が
勝
手
の
違
う
こ
と
の
連
続
で
す
。
同
じ
農
業

と
は
い
え
、
鴨
沢
の
農
業
は
、
狭
い
畑
に
わ
ず
か
な
種
子
を

播
く
だ
け
で
し
た
が
、
こ
の
広
い
大
地
に
立
っ
た
時
、
自
分

が
蟻
の
よ
う
に
小
さ
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

ほ
ど
の
広
さ
で
し
た
（
酒
井
久
重
／
高
清
小 1985　

p.40

）。

　

こ
の
回
想
に
も
あ
る
よ
う
に
、
広
大
な
土
地
に
夢
を
託
し
て
始

ま
っ
た
開
拓
生
活
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
毎
日
は
苦
心
と
苦
闘
の
連

続
で
あ
っ
た
。
そ
の
体
験
記
を
資
料
【
３
】（
１
）（
２
）
と
し
て

末
尾
に
掲
載
す
る
。

６
．
初
期
入
植
者
た
ち
と
安
池
興
男

　

小
河
内
か
ら
の
入
植
者
は
、
農
民
と
は
言
え
、
以
前
の
仕
事
は

狭
い
土
地
で
の
耕
作
の
他
、
炭
焼
き
と
養
蚕
で
あ
り
、
耕
作
に
関

し
て
は
知
識
も
経
験
も
乏
し
か
っ
た
。
こ
の
開
拓
者
の
指
導
に
努
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力
を
傾
注
し
た
の
が
安
池
興
男
で
あ
る
。
安
岡
は
、
時
と
し
て
移

住
者
達
と
寝
食
を
共
に
し
て
、
土
質
改
良
、
施
肥
、
播
種
な
ど
を

初
歩
か
ら
手
ほ
ど
き
し
た
。
彼
ら
が
試
み
た
農
作
物
は
、
ヒ
エ
、

ア
ワ
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ソ
バ
、
大
豆
、
小
豆
、
大

根
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
で
あ
っ
た
。

　

奈
良
に
よ
れ
ば
、
安
池
は
清
水
市
生
ま
れ
、
静
岡
中
学
、
六

高
、
京
都
帝
大
農
学
部
を
卒
業
し
、
一
九
三
六
年
、
三
二
歳
で
山

梨
県
経
済
部
耕
地
課
技
師
と
な
り
、
同
年
夏
に
山
梨
県
営
八
ケ
岳

山
麓
開
墾
事
務
所
長
と
し
て
赴
任
し
た
。
以
後
、
奈
良
県
耕
地
課

長
と
し
て
転
任
す
る
ま
で
の
約
五
年
間
、
八
ケ
岳
山
麓
の
開
墾
に

た
ず
さ
わ
り
、
八
ケ
岳
部
落
の
創
生
に
心
血
を
注
い
だ
（
奈
良 

1992　

p.56

）。

　

安
岡
の
入
植
後
の
開
拓
民
を
思
う
心
情
の
深
さ
は
以
下
の
文
章

か
ら
も
く
み
取
れ
る
。［
ル
ビ
は
引
用
者
に
よ
る
］

　
　

�　

入
植
者
を
迎
へ
て
よ
り
日
夜
厚
生
施
策
の
推
進
に
心し
ん
た
ん胆
を

砕
き
、
甲
府
に
在
り
て
も
常
じ
ょ
う
じ
ゅ
う住
坐ざ

が臥
片
時
も
現
地
の
動
静

に
心
離
れ
ず
、
入
植
二
年
目
の
昭
和
一
四
年
の
秋
も
漸
く
深

ま
り
て
、
居
宅
の
縁え
ん
の
し
た下に
こ
お
ろ
ぎ
の
巣
だ
く
音
に
夜や

陰い
ん

不ふ

図と

覚め
ざ
め醒
て
は
高
原
冷
涼
の
現
地
の
寒
気
に
思
ひ
を
走は
し
らせ
、
ま

ん
じ
り
と
も
せ
ず
に
夜
を
明
し
た
る
こ
と
幾
度
か
（
安
池 

1978　

p.15

）。

　

耕
作
以
外
の
こ
と
で
も
、
住
宅
、
医
療
な
ど
多
く
の
課
題
解
決

の
た
め
に
奔
走
し
た
安
池
で
あ
っ
た
が
、
中
で
も
困
難
を
極
め
た

の
は
、
小
学
校
分
教
場
の
設
立
で
あ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
の
通
学

に
関
し
て
は
、

　
　

�　

入
植
当
時
農
家
の
最
も
心
を
労
せ
し
は
、
小
学
校
低
学
年

児
童
を
入
植
地
よ
り
二
里
余
り
の
道
程
を
降
雨
風
雪
を
侵お
か

し

て
峠
を
越
へ
渓
谷
を
渡
り
て
清
里
小
学
校
に
通
学
せ
し
む
る

こ
と
に
し
て
往
復
に
附
添
う
父
兄
の
時
間
空
費
（
安
池 

1978　

p.15

）

も
あ
り
、
ま
た
本
校
（
樫
山
）
で
の
い
じ
め
の
問
題
も
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
事
情
か
ら
、
分
校
設
立
は
地
域
に
と
っ
て
の
悲
願
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
折
か
ら
の
日
中
戦
争
の
激
化
に
伴
う
国
家
予

算
の
削
減
、
物
価
高
騰
、
建
設
業
者
の
人
手
不
足
、
そ
れ
に
伴
う

地
域
住
民
の
自
己
負
担
の
増
加
な
ど
か
ら
工
事
は
い
く
度
も
中
断

し
、
頓
挫
寸
前
の
危
機
に
立
た
さ
れ
た
。
関
係
官
僚
の
横
暴
な
言

動
に
も
悩
ま
さ
れ
た
。
資
金
不
足
に
追
い
込
ま
れ
た
安
岡
は
、
静

岡
に
住
む
実
父
に
頼
み
込
み
な
ん
と
か
融
資
を
受
け
窮
地
を
脱
す

る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
曲
折
を
経
な
が
ら
、
一
九
四
〇
年
七
月
二
五
日
に

よ
う
や
く
校
舎
竣
工
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ

た
。
文
末
に
資
料
【
４
】
と
し
て
掲
載
し
た
、
落
成
式
当
日
の
安

池
の
感
慨
は
彼
の
思
い
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
描
き
出
し
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
は
、
移
住
後
間
も
な
い
入
植
者
の
う
ち
か
ら
五
組
の

離
脱
者
を
出
す
こ
と
に
も
な
っ
た
。
原
因
は
小
学
校
建
設
に
伴
う

意
見
の
相
違
に
あ
っ
た
。
分
教
場
建
設
の
た
め
に
は
自
己
負
担
は



－ 57 －

止
む
を
得
な
い
と
す
る
推
進
意
見
に
対
し
て
、
反
対
者
側
は
自
己

負
担
を
出
し
て
ま
で
分
校
を
造
る
こ
と
は
な
い
、
遠
距
離
通
学
も

致
し
方
な
し
と
し
て
対
立
し
、
結
局
反
対
者
側
の
五
組
は
入
植
地

を
出
て
行
き
、
二
八
戸
は
二
三
戸
に
減
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

安
池
と
八
ケ
岳
部
落
開
拓
民
と
の
交
流
は
清
里
を
去
っ
て
か
ら

も
長
く
続
き
、
退
官
後
も
、
物
心
両
面
で
の
援
け
を
続
け
開
拓
者

達
の
支
え
と
な
り
、
関
係
者
か
ら
「
八
ケ
岳
区
開
拓
の
父
」
と
呼

ば
れ
敬
愛
さ
れ
た
（
岩
崎 1988　

p.49

）。

　

キ
ー
プ
と
開
拓
村
と
の
二
つ
の
活
動
の
指
導
者
、
ポ
ー
ル
・

ラ
ッ
シ
ュ
と
安
池
興
男
が
共
に
「
清
里
の
父
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

こ
と
も
興
味
深
い
。
こ
の
二
つ
の
活
動
は
、
そ
も
そ
も
の
背
景
や

動
機
は
全
く
異
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
こ
の
地
域
の
発
展
の

た
め
に
不
可
欠
な
連
携
関
係
が
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
開
拓

村
の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
の
多
く
は
、
キ
ー
プ
協
会
や
そ
の
教
会

（
清
里
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
）
と
の
繋
が
り
を
も
ち
、
中
心
メ
ン

バ
ー
と
な
っ
た
。

７
．
清
里
酪
農
の
パ
イ
オ
ニ
ア
・
茅
野
達
一
郎

　

茅
野
は
慶
応
義
塾
大
学
出
身
で
、
わ
が
国
で
最
も
歴
史
の
古
い

牧
場
の
一
つ
で
あ
る
神
津
牧
場
⒁
に
学
び
、
八
ケ
岳
山
麓
で
の
畜

産
を
目
指
し
て
、
一
九
三
六
年
こ
の
地
に
入
植
し
た
（
奈
良 

1992　

p.55

）。
彼
の
生
家
は
資
産
家
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
財
力

に
頼
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
当
初
は
、
長
野
県
川
上
村

の
板
橋
川
畔
に
入
植
し
て
花
卉
栽
培
か
ら
始
め
た
。
そ
こ
で
の
五

年
ほ
ど
の
悪
戦
苦
闘
の
末
、
先
に
述
べ
た
分
教
場
建
設
を
め
ぐ
る

対
立
か
ら
離
村
者
が
出
て
、
八
ケ
岳
部
落
に
空
き
が
あ
っ
た
の

で
、
そ
こ
へ
入
植
し
た
。
そ
し
て
そ
の
地
区
の
農
事
組
合
長
を
勤

め
な
が
ら
乳
牛
の
導
入
、
普
及
を
図
っ
た
。

	�
　

茅
野
は
八
ケ
岳
部
落
の
人
達
に
乳
牛
の
有
用
性
を
説
き
、

火
山
灰
高
冷
地
の
こ
こ
で
は
穀
物
は
育
ち
に
く
く
、
堆
肥
を

使
っ
た
有
畜
農
業
で
ゆ
く
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。（
中

略
）
実
際
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
収
穫
し
て
み
る
と
、
播
い
た
時

の
種
薯
よ
り
も
小
さ
い
薯
ば
か
り
だ
っ
た
し
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
は
子
供
の
背
丈
く
ら
い
に
し
か
育
た
な
か
っ
た
。
こ
こ
で

の
農
業
に
は
ど
う
し
て
も
家
畜
の
糞
尿
が
必
要
だ
っ
た
。
ま

し
て
化
学
肥
料
の
乏
し
い
時
代
で
あ
る
。
何
を
作
っ
て
も
う

ま
く
い
か
な
い
ま
ま
に
牛
を
飼
っ
て
み
よ
う
と
い
う
人
も
現

れ
て
き
た
。
茅
野
は
甲
府
勧
業
銀
行
に
通
っ
て
乳
牛
導
入
資

金
の
貸
付
け
を
折
衝
し
、
苦
心
の
末
、
乳
牛
の
導
入
を
実
現

し
た
。
白
黒
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
乳
牛
で
あ
る
。
や
が
て
茅
野

牧
場
を
集
乳
所
と
し
て
仲
間
達
⒂
の
牛
乳
が
集
め
ら
れ
、
小

海
線
の
一
番
列
車
に
乗
っ
て
〈
清
里
牛
乳
〉
が
甲
府
市
穴
切

町
の
新
海
牛
乳
へ
向
け
て
送
ら
れ
て
い
っ
た
（
奈
良 1992　

p. 80

）。

　

こ
れ
は
、
清
里
に
お
け
る
酪
農
の
実
質
的
第
一
歩
で
あ
っ
た
が
、

戦
時
中
と
い
う
悪
条
件
に
重
ね
て
、
先
駆
者
と
し
て
道
を
開
く
こ
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と
の
困
難
さ
に
直
面
し
、
厳
し
い
展
開
を
迫
ら
れ
た
。

　
　

�　

昭
和
一
七
～
一
八
年
頃
と
い
う
か
ら
、
あ
の
い
ま
わ
し
い

戦
争
の
真
最
中
で
あ
る
。
導
入
牛
は
飼
料
不
足
と
飼
養
技
術

未
熟
の
た
め
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
斃
れ
て
い
っ
た
。
自
然
条
件
、

社
会
条
件
と
も
に
あ
ま
り
に
も
厳
し
す
ぎ
た
の
で
あ
る
。

（
中
略
）
清
里
酪
農
五
〇
年
の
歴
史
は
挫
折
と
転
業
の
歴
史

だ
っ
た
が
、
こ
の
黎
明
期
の
牛
飼
い
ほ
ど
、
個
の
力
の
弱

く
、
時
代
の
波
に
翻
弄
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
（
奈
良 

1992　

pp.80-81

）。

　

茅
野
は
、
戦
後
、
キ
ー
プ
に
所
属
し
そ
の
農
場
長
を
務
め
た
が
、

そ
の
働
き
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
ず
る
こ
と
と
し
た
い
。

四
　
戦
中
・
戦
後
の
入
植

　

一
九
四
一
年
に
は
、
県
立
青
年
道
場
「
機
山
寮
」
が
念
場
原

（
後
の
朝
日
ケ
丘
部
落
）
に
建
て
ら
れ
、
一
二
～
一
三
町
歩
の
原

野
が
拓
か
れ
た
（
岩
崎 1988　

巻
末
年
表
）。

　

太
平
洋
戦
争
の
末
期
を
迎
え
た
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
以

降
、
各
地
の
被
災
者
、
満
蒙
開
拓
義
勇
団
か
ら
の
帰
国
者
、
外
地

か
ら
の
引
揚
者
な
ど
の
清
里
へ
の
入
植
が
あ
っ
た
。
敗
戦
が
目
前

に
迫
っ
た
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
夏
こ
ろ
か
ら
、
山
梨
県
は
、

「
八
ケ
岳
集
団
帰
農
者
募
集
」
を
行
な
っ
た
（
奈
良 1992　

p.83

）。

そ
の
募
集
に
応
え
て
東
京
、
横
浜
な
ど
各
地
の
被
災
者
な
ど
約
一

〇
〇
名
が
、
六
月
、
八
月
、
九
月
に
か
け
て
ヒ
ッ
ポ
オ
沢
と
呼
ば

れ
る
地
区
に
入
植
し
た
。
こ
の
一
団
は
中
念
場
帰
農
隊
と
合
体
す

る
な
ど
の
曲
折
を
経
て
、
一
九
五
一
年
に
朝
日
ヶ
丘
部
落
（
清
里

駅
の
南
約
一
㎞
、
八
ケ
岳
集
落
の
西
側
に
位
置
す
る
）
を
形
成
し

た
。
か
な
り
の
数
の
離
脱
者
や
、
そ
の
後
を
継
承
し
て
入
植
し
た

人
に
よ
る
増
減
を
含
め
て
戸
数
は
二
〇
戸
で
あ
る
。
こ
の
集
落
の

特
徴
は
、
下
記
の
よ
う
に
出
身
地
が
多
様
な
事
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
東
京
３
（
う
ち
小
河
内
村
１
）、
横
浜
２
、
長
野
２
、
群
馬

２
、
岡
山
１
、
静
岡
１
、
県
内
９
（
北
巨
摩
郡
３
、
中
巨
摩
郡

２
、
樫
山
２
、
山
梨
市
１
、
津
金
１
）。

　

一
九
四
五
年
一
〇
月
に
は
下
念
場
（
清
里
駅
の
約
四
キ
ロ
ほ
ど

南
、
国
道
一
四
一
号
線
の
西
側
に
位
置
す
る
）
に
二
〇
戸
が
入
植

し
、
下
念
場
帰
農
組
合
を
結
成
し
た
。
他
の
二
つ
の
組
合
員
を
合

わ
せ
て
こ
の
地
区
の
戸
数
は
二
四
に
及
ん
で
い
る
。
そ
の
出
身
地

は
、
樫
山
９
、
浅
川
３
、
津
金
１
、
江
草
１
、
五
町
田
１
、
清
里

１
、
な
ど
地
元
地
区
が
大
半
を
占
め
、
他
は
、
県
内
の
南
巨
摩
郡

１
の
他
、
長
野
４
、
東
京
・
横
浜
・
熊
本
各
１
と
な
っ
て
い
る
。

　

東
念
場
集
落
は
、
清
里
の
「
南
玄
関
」
に
あ
た
り
、
下
念
場
と

国
道
を
挟
ん
で
反
対
側
の
西
に
位
置
す
る
。
こ
の
地
区
へ
の
主
た

る
集
団
入
植
一
九
戸
は
一
九
四
七
年
九
月
で
あ
る
が
、
他
の
個
別

入
植
者
六
戸
、
合
計
二
五
戸
の
構
成
は
地
元
出
身
者
が
多
い
。
す

な
わ
ち
、
樫
山
10
、
浅
川
10
、
甲
府
２
、
東
京
３
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
清
里
の
開
拓
集
落
は
、
八
ケ
岳
、
朝
日
ケ
丘
、
下
念
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場
、
東
念
場
の
四
集
落
と
な
り
、
そ
の
後
の
発
展
を
に
な
う
こ
と

に
な
っ
た
⒃
。

　

清
里
の
当
時
の
住
民
構
成
は
、
こ
の
よ
う
に
、
平
澤
、
樫
山
、

浅
川
な
ど
の
集
落
を
除
け
ば
、
大
部
分
が
入
植
者
に
よ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
る
。
そ
の
出
身
地
は
近
隣
、
近
在
の
村
や
町
が
多
い
と

は
言
う
も
の
の
、
関
西
、
東
京
、
横
浜
な
ど
広
範
囲
に
及
ん
で
い

る
。
当
地
は
、
ヘ
ン
フ
ィ
ル
氏
が
『
キ
ー
プ
へ
の
道
』
で
述
べ
て

い
る
、
先
祖
代
々
の
土
地
を
引
き
継
ぎ
営
々
と
し
て
稲
作
に
取
り

組
ん
で
き
た
、
日
本
の
典
型
的
な
農
村
と
は
、
そ
の
様
相
を
全
く

異
に
し
て
い
る
。
奈
良
は
そ
の
著
『
清
里
昭
和
史
散
歩
』
で
こ
の

よ
う
な
外
来
の
開
拓
者
を
「
き
た
れ
も
の
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、

こ
の
こ
と
ば
を
借
り
れ
ば
、
清
里
の
人
々
は
、
入
植
時
期
に
数
年

か
ら
数
十
年
の
差
が
あ
る
と
は
言
え
、
ほ
と
ん
ど
皆
「
き
た
れ
も

の
」
に
他
な
ら
な
い
。

　

清
里
へ
の
入
植
者
は
、
日
中
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
へ
と
戦
争

が
拡
大
す
る
中
で
離
別
者
を
出
し
た
。
更
に
戦
後
の
混
乱
と
、
そ

の
後
の
高
度
経
済
成
長
の
中
で
も
農
業
か
ら
の
転
職
者
を
出
し
続

け
た
。
こ
の
よ
う
な
清
里
農
業
の
先
細
り
の
道
は
、
日
本
農
業
の

縮
図
で
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
清
里
へ
の
移
住
と
、
そ
こ

で
の
営
農
が
い
か
に
困
難
な
も
の
で
あ
っ
た
か
の
実
証
で
も
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

　

ポ
ー
ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
は
、
上
記
の
外
来
開
拓
者
の
中
で
特
に
異

色
の
存
在
で
は
あ
る
が
、「
き
た
れ
も
の
」
と
同
じ
部
類
に
入
る

仲
間
同
士
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
清
里
農
業
の
厳
し
い

条
件
下
で
、
ひ
た
す
ら
当
初
か
ら
の
理
想
の
実
現
を
目
指
し
て
活

動
を
し
続
け
た
こ
と
の
意
義
は
絶
大
で
あ
っ
た
。

資
料

【
１
】�

開
設
前
後
の
清
里
駅
前
の
様
子
（
中
村
勝
実
著
『
佐
久
鉄

道
と
小
海
線
』
よ
り
）

　

清
里
駅
が
オ
ー
プ
ン
し
た
当
時
は
、
裾
野
十
里
と
い
わ
れ
る
八

ケ
岳
高
原
の
こ
の
一
帯
は
、
大
森
林
地
帯
。
そ
の
中
に
ポ
ツ
ン
と

駅
が
設
け
ら
れ
た
。
駅
が
で
き
る
と
い
う
の
で
、
ま
ず
運
送
店
が

で
き
、
簡
易
旅
館
も
誕
生
、
そ
し
て
豆
腐
屋
が
開
店
し
た
。
こ
う

し
て
開
業
の
朝
を
迎
え
た
の
だ
が
、
駅
を
含
め
て
も
た
っ
た
四
軒

と
い
う
の
が
、
五
二
年
前
の
清
里
駅
の
姿
で
あ
っ
た
。

　

一
日
の
乗
客
は
十
人
程
度
。
そ
の
こ
ろ
清
里
～
小
淵
沢
間
の
運

賃
が
二
十
九
銭
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
売
り
上
げ
は
ど
う
み
て
も
一

日
三
円
ほ
ど
。
も
ち
ろ
ん
駅
長
は
い
な
か
っ
た
。
小
淵
沢
の
管
理

駅
と
し
て
、
駅
長
は
小
淵
沢
が
兼
ね
て
い
た
。
乗
客
が
こ
の
程
度

だ
か
ら
、
列
車
は
客
車
一
両
に
貨
車
何
両
か
の
混
合
列
車
。
こ
れ

が
Ｃ
一
二
に
引
っ
ぱ
ら
れ
て
あ
え
ぎ
あ
え
ぎ
登
る
姿
は
、
何
と
も

牧
歌
的
風
景
で
も
あ
っ
た
。

　

当
時
の
運
転
回
数
は
午
前
二
本
、
午
後
二
本
の
一
日
四
往
復
。

冬
な
ど
夕
方
の
列
車
で
小
淵
沢
を
乗
る
と
、
清
里
で
は
と
っ
ぷ
り
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暮
れ
て
一
寸
先
も
わ
か
ら
ぬ
闇
の
中
。
駅
前
道
路
は
、
牛
馬
車
が

通
る
に
も
こ
と
欠
く
狭
い
道
。
そ
の
両
側
は
念
場
ケ
原
と
い
う
そ

の
名
が
示
す
よ
う
に
、
ス
ス
キ
と
原
生
林
に
お
お
わ
れ
、
男
で
も

一
人
歩
き
は
淋
し
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
現
に
開
通
当
時
、
こ
の
念

場
ケ
原
で
通
行
人
が
強
盗
に
襲
わ
れ
、
刃
物
で
刺
さ
れ
た
と
い
う

事
件
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
そ
れ
よ
り
五
年
、
十
年
さ
か
の
ぼ
る

と
、
女
旅
芸
人
が
暴
行
さ
れ
た
と
か
、
毒
消
売
り
が
殺
さ
れ
た
、

と
い
っ
た
う
わ
さ
は
絶
え
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
が
駅
開
設
と
と
も
に
、
豊
富
な
木
材
の
搬
出
と
な
っ
た
。

馬
車
馬
（
当
時
は
運
送
ひ
き
と
い
っ
て
い
た
）
で
続
々
と
駅
に
木

材
が
運
ば
れ
、
駅
前
は
た
ち
ま
ち
木
材
の
山
と
な
っ
た
。
木
曽
の

上
松
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
貯
木
場
が
で
き
た
。

　

貨
車
は
連
日
、
十
両
程
度
が
発
送
さ
れ
た
。
威
勢
の
い
い
中
仕

の
積
み
込
み
唄
に
合
わ
せ
て
積
み
出
さ
れ
る
貨
車
は
、
木
材
業
者

の
奪
い
合
い
だ
っ
た
。
川
上
や
小
海
の
木
材
店
も
清
里
へ
進
出
、

こ
の
積
み
出
し
と
な
っ
た
が
、
貨
車
を
確
保
す
る
た
め
専
任
の
社

員
が
泊
ま
り
込
み
で
当
た
っ
た
。
一
年
後
の
清
里
は
大
貨
物
駅
に

一
変
し
た
。
小
渕
沢
の
管
理
駅
だ
っ
た
こ
の
駅
に
も
、
や
が
て

〝
人
間
よ
り
木
材
の
た
め
〟
に
駅
長
が
配
置
さ
れ
た
（
中
村 1985

　

p.156

）。

【
２
】�

移
転
問
題
で
緊
迫
す
る
旧
・
小
河
内
村
（
石
川
達
三
『
日

陰
の
村
』
よ
り
）

　

校
門
か
ら
自
転
車
の
ベ
ル
が
喧
し
く
鳴
り
な
が
ら
人
々
を
か
き

分
け
て
入
っ
て
来
た
。
ゲ
エ
ト
ル
を
ま
い
た
若
い
青
年
が
二
人
、

玄
関
に
近
づ
い
て
来
て
人
の
顔
も
分
ら
な
い
暗
が
り
に
立
ち
、
自

転
車
の
前
灯
を
ふ
り
ま
わ
し
な
が
ら
叫
ん
だ
。

　
「
対
策
委
員
の
方
、
お
い
で
に
な
り
ま
せ
ん
か
」

　
「
誰
だ
？
」
と
昌
国
が
ふ
り
向
い
て
言
っ
た
。

　
「
小
管
と
丹
波
山
の
者
で
す
」

　

昌
国
は
黙
っ
て
二
人
に
近
づ
い
た
。
代
作
も
村
長
も
彼
に
な

ら
っ
て
ぐ
る
り
と
こ
の
二
人
を
と
り
ま
い
た
。
そ
し
て
騒
ぎ
立
っ

た
村
民
の
五
、
六
十
人
が
そ
の
外
を
垣
根
の
よ
う
に
囲
ん
だ
。
二

人
は
村
か
ら
の
使
い
を
持
っ
て
来
た
男
で
あ
っ
た
。
そ
の
報
告
は

聞
く
者
の
心
に
白
刃
を
突
き
通
さ
れ
た
よ
う
な
戦
標
を
あ
た
え

た
。

　
　
　

丹
波
山
、
小
菅
両
村
は
今
朝
か
ら
協
議
し
た
結
果
東
京

市
、
府
、
内
務
省
の
誠
意
を
信
ず
る
事
が
出
来
な
い
と
い
う
結
論

に
達
し
た
。
よ
っ
て
明
日
早
朝
大
挙
し
て
東
京
に
出
て
各
庁
を
訪

問
陳
情
す
る
こ
と
に
決
し
た
。
小
河
内
村
は
ど
う
す
る
か
、
一
緒

に
行
動
す
る
気
は
な
い
か
。

　

使
い
の
用
件
は
そ
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
二
人
の
青
年
は
息

を
は
ず
ま
せ
な
が
ら
こ
れ
だ
け
を
言
い
終
っ
て
返
答
を
求
め
た
。

【
３
】
小
河
内
か
ら
の
入
植
者
た
ち
の
労
苦

　
（
１
）
根
津
吉
夫
（
入
植
当
時
一
三
歳
）
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新
天
地
の
開
拓
生
活
は
、
予
想
よ
り
は
る
か
に
き
び
し
い
日
々

で
あ
っ
た
。
割
り
当
て
ら
れ
た
原
野
（
一
戸
当
た
り
四
八
ア
ー

ル
）
を
切
り
開
き
、
岩
を
取
り
除
い
て
田
畑
を
作
る
作
業
か
ら
始

ま
っ
た
。
大
き
な
木
の
根
を
抜
く
の
に
大
変
苦
労
し
た
思
い
出
が

あ
る
。

　

八
ケ
岳
の
火
山
灰
土
（
酸
性
土
壌
）
と
、
高
冷
地
と
い
う
悪
条

件
の
た
め
、
作
物
は
思
う
よ
う
に
作
れ
な
か
っ
た
。
肥
料
と
い
う

物
も
あ
ま
り
手
に
入
ら
ず
、
土
地
を
肥
や
す
こ
と
が
で
き
ず
に
、

あ
わ
、
む
ぎ
、
じ
ゃ
が
い
も
、
と
う
も
ろ
こ
し
な
ど
を
少
し
ず
つ

作
っ
て
行
く
の
が
や
っ
と
で
あ
っ
た
。
丸
太
小
屋
と
ラ
ン
プ
生
活

の
中
で
、
八
ケ
岳
お
ろ
し
の
厳
し
い
寒
さ
に
耐
え
て
行
く
に
は
、

並
大
抵
で
は
な
か
っ
た
。
厳
冬
に
は
酒
・
し
ょ
う
ゆ
が
凍
っ
た
ほ

ど
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
は
水
の
な
い
地
区
で
、
雨
水
を
溜
め
て

使
っ
た
り
、
時
に
は
、
雪
を
溶
か
し
て
使
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

　

水
の
苦
労
が
主
婦
に
と
っ
て
の
一
番
の
悩
み
で
あ
っ
た
。

　

道
路
も
石
こ
ろ
だ
ら
け
の
狭
い
山
道
で
、
病
人
が
出
た
時
な
ど

は
、
そ
の
道
を
登
っ
て
清
里
駅
か
ら
小
淵
沢
ま
で
行
か
な
け
れ
ば

医
者
が
居
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
状
態
で
あ
っ
た
か
ら
病
気
で
亡
く

な
っ
た
者
も
か
な
り
あ
っ
た
。

　

牛
を
使
っ
て
材
木
を
引
く
作
業
や
炭
を
焼
い
て
生
活
を
つ
な
い

で
行
く
に
は
、
苦
闘
と
忍
耐
の
連
続
で
あ
っ
た
（
根
津
吉
夫
／
高

清
小 1985　

pp.44-45

）。

　
（
２
）
小
須
田
正
市
（
入
植
当
時
一
五
歳
）

　

わ
た
し
も
満
州
に
行
く
つ
も
り
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
と
こ
ろ
が

親
父
が
病
弱
で
、
遠
い
満
州
へ
行
く
こ
と
を
許
し
て
く
れ
な
か
っ

た
。
次
に
は
ス
マ
ト
ラ
に
行
く
話
が
あ
っ
て
正
式
採
用
が
決
ま
っ

た
の
だ
が
、
そ
こ
も
親
父
が
ゆ
る
し
て
く
れ
な
い
。
そ
う
こ
う
し

て
い
る
内
に
、
清
里
の
開
拓
団
に
空
き
が
あ
る
と
教
え
て
く
れ
る

人
が
い
た
。
ち
ょ
う
ど
五
人
組
と
呼
ば
れ
た
人
た
ち
が
脱
落
し
て

出
て
行
っ
た
後
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

　

こ
の
日
か
ら
、
厳
し
い
毎
日
の
生
活
が
始
ま
っ
た
。
全
く
の
無

知
の
清
里
の
地
に
来
て
、
全
て
が
初
め
て
の
経
験
ば
か
り
。
農
具

一
本
な
い
。
火
山
灰
土
で
地
力
が
無
く
、
不
毛
の
土
地
と
言
わ
れ

て
い
た
八
ケ
岳
清
里
高
原
に
は
、
生
き
生
き
と
し
て
い
た
の
は
、

大
自
然
の
環
境
だ
け
で
あ
っ
た
。

　

従
っ
て
、
気
候
は
寒
く
、
地
力
は
な
い
。
住
ま
い
は
悪
く
、
衣

類
も
無
い
。
井
戸
水
も
出
な
い
。
食
糧
は
無
く
電
気
も
引
け
な

い
。
石
油
ラ
ン
プ
の
生
活
で
、
今
見
る
清
里
の
よ
う
に
、
自
然
や

生
活
を
楽
し
む
よ
う
な
こ
と
は
勿
論
な
か
っ
た
。

　

毎
日
同
じ
作
業
の
繰
り
返
し
。
生
活
に
か
か
る
資
金
稼
ぎ
に
、

冬
は
大
雪
の
下
で
身
を
切
ら
れ
る
様
な
風
と
寒
さ
を
突
い
て
働
い

た
。
当
時
の
資
金
稼
ぎ
と
い
え
ば
山
で
の
仕
事
で
あ
っ
た
。

　

山
仕
事
と
開
墾
の
仕
事
で
毎
日
精
一
杯
働
い
た
。
汗
と
土
に
ま

み
れ
、
水
不
足
の
た
め
風
呂
に
も
入
れ
ず
、
冬
は
ア
カ
切
れ
と
ヒ

ビ
割
れ
の
手
足
で
、
一
日
の
作
業
が
終
わ
り
夜
に
な
る
と
疲
労
と

空
腹
で
腕
も
上
が
ら
ず
全
身
が
震
え
て
く
る
。
人
影
も
な
く
、
声
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も
な
く
、
松
と
唐
松
の
林
の
中
か
ら
聞
え
て
く
る
小
海
線
の
列
車

の
汽
笛
の
音
を
頼
り
に
時
間
の
見
当
を
つ
け
て
家
に
帰
る
。
ま
た
、

交
通
や
通
信
の
便
も
悪
く
、
家
族
や
区
民
の
生
活
の
た
め
に
、
風

雨
を
凌
ぐ
家
の
補
修
、
道
路
補
修
な
ど
の
共
同
作
業
と
奉
仕
が
続

い
た
。
青
春
時
代
の
楽
し
さ
等
、
さ
ら
さ
ら
な
く
、
た
だ
今
日
が

終
わ
っ
て
明
日
の
生
活
を
ど
う
す
る
か
の
心
配
の
繰
り
返
し
の
毎

日
が
十
年
ぐ
ら
い
続
い
た
（
小
須
田
正
市
／
高
清
小 1985　

p.46

）。

【
４
】�

分
校
開
設
に
あ
た
っ
て
の
感
懐
（
安
池
興
男
）［
ル
ビ
は
引

用
者
に
よ
る
］

　

斯
く
し
て
待
望
久
し
く
教
育
施
設
の
実
現
に
よ
る
明
る
き
雰
囲

気
は
八
ケ
嶽
高
原
の
開
発
に
大
い
な
る
力
を
発
揮
す
る
に
至
る
。

迂
途
曲
折
、
毃か
く
と
う頭
揉じ
ゅ
う

身し
ん

幾い
く
た
び度
変
転
に
耐
へ
忍
び
一
途
に
入
植
者

の
厚
生
を
念
願
し
て
の
精
神
の
甲
斐
あ
り
て
、
高
原
開
拓
建
設
の

表
象
た
る
べ
き
八
ケ
嶽
分
教
場
の
開
校
を
記
念
す
る
式
挙
行
の
日

昭
和
十
五
年
七
月
二
十
五
日
は
遂
に
来
る
。
入
植
者
父
兄
一
同
は

素
よ
り
木
の
香
も
新
ら
し
き
分
教
場
に
学
び
得
ら
る
ゝ
幼
き
児
童

を
初
め
と
し
近
郊
近
在
々
住
の
子
弟
を
有
つ
父
兄
の
顔
、
々
、
々
、

夢
想
だ
に
せ
ざ
り
し
文
化
教
育
施
設
の
誕
生
を
迎
へ
て
何
れ
も
喜

び
に
溢
れ
、
感
謝
に
満
つ
。

　

十
時
式
典
開
会
を
宣
し
東
京
市
小
河
内
貯
水
池
建
設
事
業
と
の

因い
ん
ね
ん念
浅
か
ら
ぬ
関
係
を
通
じ
て
今
日
の
式
典
の
佳
日
を
迎
へ
た
る

大
い
な
る
喜
び
と
感
謝
の
辞
に
次
い
て
安
池
開
墾
事
務
所
長
壇
上

に
起
つ
や
居
並
ら
ぶ
入
植
者
父
兄
一
同
は
素
よ
り
幼
な
な
が
ら
に

分
教
場
今
日
在
る
の
父
兄
の
労
苦
を
思
ひ
忍
び
て
児
童
一
同
も
共

に
感
極
わ
ま
り
て
鳴め
い
い
ん咽
低
頭
す
る
感
激
を
前
に
し
て
辿
り
し
苦
楽

の
数
々
は
一
瞬
走
馬
灯
の
如
く
去
来
し
て
万
感
胸
に
迫
り
て
言
葉

も
出
で
ず
傍ぼ
う

濾ろ

只た
だ
た
だ々

涙
只
々
袖
を
濡
ら
す
の
み
。

　

次
々
に
起
つ
参
列
者
の
祝
詞
と
賛
辞
に
満
ち
て
思
出
深
か
き
式

典
は
目
出
度
く
終
了
の
後
父
兄
の
労
苦
き
（
マ
マ
）犒ね
ぎ

ら
わ
ん
と
一
月
余

り
に
亘
り
て
毎
夜
懸
命
に
練
習
を
積
み
て
企
画
せ
る
入
植
者
青
少

年
の
演
ず
る
児
童
劇
は
機
会
に
恵
ま
れ
ざ
る
山
間
僻
地
の
人
々
を

心
か
ら
慰
め
得
て
観
劇
者
の
喝
采
を
博
し
行
事
に
光
彩
を
加
へ
た

り
（
安
池 1978　

pp.24-25

）。

注⑴	

【
ヘ
ン
フ
ィ
ル
氏
の
晩
年
の
消
息
に
つ
い
て
】

	

　
『
キ
ー
プ
へ
の
道
』
の
執
筆
時
点
で
は
、
筆
者
は
、
同
氏
の
逝
去
年
を
含
む
晩

年
の
消
息
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
キ
ー
プ
協
会
・
ポ
ー
ル
・

ラ
ッ
シ
ュ
記
念
館
の
学
芸
員
・
秦
英
水
子
さ
ん
の
丹
念
な
調
査
や
、
元
キ
ー
プ
職

員
の
廣
嶋
都
留
さ
ん
へ
の
聞
き
取
り
な
ど
に
よ
っ
て
、
不
明
な
点
が
か
な
り
明
ら

か
に
な
っ
た
。
以
下
、
そ
の
諸
点
を
書
き
と
め
て
お
き
た
い
。

	
（
１
）
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
州
立
大
学
（San Francisco State U

niversity

）

に
ヘ
ン
フ
ィ
ル
夫
妻
の
名
を
冠
し
た
奨
学
金
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
制

度
は
夫
妻
の
子
息
で
あ
る
ロ
バ
ー
ト
・
ジ
ュ
ニ
ア
・
ヘ
ン
フ
ィ
ル
（Robert Jr. 

H
em

phill
）
と
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヘ
ン
フ
ィ
ル
（D

avid H
em

phill

）
に
よ
る
、
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両
親
を
記
念
す
る
寄
金
に
基
づ
き
、
同
大
学
の
教
育
学
大
学
院
で
、
文
化
、
言

語
、
教
育
、
社
会
の
問
題
に
取
り
組
む
学
生
へ
の
奨
学
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ヘ

ン
フ
ィ
ル
夫
妻
が
取
り
組
ん
だ
課
題
と
同
じ
分
野
へ
の
研
究
の
深
化
・
発
展
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

	

（
２
）
以
下
の
①
～
③
は
、
右
記
奨
学
金
の
紹
介
記
事
お
よ
び
廣
嶋
さ
ん
へ
の
聞

き
取
り
に
よ
っ
て
い
る
。

	

　

①
夫
・
ロ
バ
ー
ト
（Robert F. H

em
phill

）
氏
は
、
米
国
空
軍
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
で
あ
っ
た
が
、
第
二
次
大
戦
後
日
本
を
含
む
数
ヵ
国
で
勤
務
し
、
一
九
六
四
年

か
ら
六
七
年
ま
で
は
東
京
の
ア
メ
リ
カ
大
使
館
で
駐
在
武
官
を
務
め
た
。
日
本
で

の
勤
務
を
終
え
て
退
役
後
、
二
〇
年
間
ハ
ワ
イ
に
住
み
、
ハ
ワ
イ
州
議
会
の
立
法

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
い
た
。
そ
の
後
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
オ
リ
ン
ピ
ア
に
移
り
、
そ

こ
で
の
二
〇
年
ほ
ど
の
生
活
を
経
て
、
二
〇
一
〇
年
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ソ

ラ
ー
ノ
（Solano

）
で
亡
く
な
っ
た
。
彼
は
、
い
く
つ
か
の
教
会
の
積
極
的
な
メ

ン
バ
ー
で
あ
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
テ
ラ
ー
、
詩
人
と
し
て
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
児
童
図
書

の
出
版
に
携
わ
り
、 H

and M
e D

ow
ns

（1996

）
と
題
す
る
詩
集
を
編
纂
し
た
。

　

	

②
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ア
ン
・
ヘ
ン
フ
ィ
ル
氏
は
、
ハ
ワ
イ
に
移
っ
て
か
ら
は
、
女

性
の
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
深
め
た
。
そ
の
成
果
は
、
一
九
七
九
年
に
出
版
さ
れ

た
詩
集T

hird T
estam

ent W
om

en

（『
第
三
の
女
性
た
ち
』）
に
現
れ
て
い
る
。

彼
女
は
ま
た
ア
メ
リ
カ
大
学
女
性
協
会
（
Ａ
Ａ
Ｕ
Ｗ
）
の
活
動
に
も
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
加
わ
り
、
一
九
七
八
年
か
ら
一
九
八
二
年
ま
で
ハ
ワ
イ
州
支
部
の
会
長
を
務

め
た
。
さ
ら
に
ホ
ノ
ル
ル
市
と
郡
の
図
書
館
諮
問
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
も

活
躍
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
へ
の
貢
献
か
ら
ハ
ワ
イ
の
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

に
よ
っ
て
表
彰
を
受
け
た
。

	

　

ホ
ノ
ル
ル
・
ア
ド
ヴ
ァ
タ
イ
ザ
ー
（T

he H
onolulu A

dvertiser

）
の
記
事
に

よ
れ
ば
、
彼
女
は
一
九
八
五
年
八
月
五
日
、
ホ
ノ
ル
ル
近
郊
の
カ
イ
ル
ア
で
肺
が

ん
の
た
め
に
亡
く
な
っ
た
。
享
年
六
五
歳
で
あ
っ
た
。

	

　

③
夫
妻
に
は
、
ロ
バ
ー
ト
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ア
ン
・
ア
ダ
ム
ス
、
デ
イ
ヴ
ィ

ッ
ド
と
い
う
二
男
一
女
の
子
ど
も
が
い
る
。

⑵	

【
測
図
】
こ
の
地
図
は
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
測
量
、
一
九
一
三
（
大

正
二
）
年
六
月
発
行
に
よ
も
の
で
、
こ
の
地
の
測
量
図
と
し
て
最
も
旧
い
も
の
で

あ
る
。
そ
の
後
こ
の
地
図
は
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
、
一
九
四
六
（
昭
和
二

一
）
年
、
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
に
三
度
に
わ
た
り
改
訂
さ
れ
て
い
る
が
、

敷
設
さ
れ
た
鉄
道
線
路
の
追
加
な
ど
を
除
け
ば
大
き
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。
さ

ら
に
一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
測
量
・
一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）
年
国
土
地
理

院
発
行
の
「
八
ケ
岳
」
に
至
っ
て
、
行
政
区
や
各
地
区
の
名
称
も
全
面
的
に
書
き

換
え
ら
れ
、
ま
た
街
道
沿
い
の
建
築
物
も
記
入
さ
れ
て
い
る
。
最
新
の
も
の
は
、

一
九
九
二
（
平
成
四
年
）
三
月
、
国
土
地
理
院
発
行
（
四
色
刷
）
の
も
の
で
、

「
明
治
四
三
年
測
量　

昭
和
五
二
年
編
集　

平
成
三
年
修
正
」
と
な
っ
て
い
る
。

⑶	

【
奈
良
靖
夫
】
山
梨
県
の
出
身　

早
稲
田
大
学
を
卒
業
後
、
清
里
（
朝
日
が
丘

部
落
）
に
入
植
。
キ
ー
プ
で
学
ん
だ
後
、
本
格
的
な
酪
農
経
営
に
取
り
組
む
。
幾

多
の
障
害
を
乗
り
越
え
、
県
の
畜
産
共
進
会
で
優
勝
す
る
な
ど
成
果
を
あ
げ
た
。

文
筆
に
優
れ
、『
清
里　

燃
え
つ
き
た
原
野
』、『
清
里
昭
和
史
散
歩
』『
コ
マ
』
な

ど
の
著
作
を
残
し
た
。

⑷	

【『
甲
斐
国
志
』】
全
編
一
二
三
巻
の
甲
斐
地
方
の
総
合
的
な
地
誌
で
あ
る
。
編

者
は
甲
府
勤
番
の
松
平
定
能
（
伊
予
守
）
で
、
一
八
一
四
（
文
化
一
一
）
年
に
成

立
し
た
。
本
稿
で
の
引
用
は
、
責
任
者
・
日
原
興
忠
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
版

（
天
下
堂
書
店
発
行
、
一
九
六
七
年
四
月
三
〇
日
発
行
）
に
よ
っ
て
い
る
。

⑸	

【
瑞
籬
山
（
瑞
牆
山
）】
現
・
北
杜
市
の
北
部
に
あ
る
標
高
二
、
二
三
〇
ｍ
の
山

で
、
奥
秩
父
の
山
域
の
主
脈
の
一
つ
。
現
在
は
日
本
百
名
山
の
一
つ
に
加
え
ら
れ

て
い
る
。

⑹	

【
谷
口
彰
男
】
帯
広
畜
産
大
学
を
出
て
一
九
五
六
年
に
入
植
。
大
学
で
畜
産
を

学
び
本
格
的
な
酪
農
を
目
指
し
て
の
入
植
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
周
囲
か
ら
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の
注
目
や
抵
抗
も
浴
び
経
営
に
苦
心
を
重
ね
た
。
一
九
六
四
年
か
ら
は
「
牧
場
民

宿
」
を
始
め
、
兼
業
と
な
っ
た
。

⑺	
【
合
併
の
時
期
】『
清
里
開
拓
物
語
』（
岩
崎 1988

）
の
巻
末
年
表
に
よ
る
。

⑻	

【
浅
川
、
樫
山
、
両
村
の
村
勢
】
こ
の
点
に
つ
い
て
、『
甲
斐
国
志
』
は
つ
ぎ
の

よ
う
に
記
し
て
い
る
。［
句
読
点
、
平
仮
名
に
よ
る
ル
ビ
は
引
用
者
に
よ
る
］

	

　
　

浅
川
村

	

　
　

一
、�

高
百
拾
八
石
三
斗
九
升
五
合
、
戸
五
拾
七
、
口
百
九
拾
壱
、
男
九
拾

弐
、
女
九
拾
九
、　

馬
拾
四
、

	

　
　
　
　

�

津
金
ノ
北
、
長
沢
ノ
東
ニ
当
レ
リ
。
信
州
平
沢
へ
壱
里
八
町
。
本
村
ニ

口
留
番
所
ア
リ
。
樫
山
ト
二
村
ニ
テ
、
之
ヲ
衛
ル
。
深
沢
川
ニ
対
シ
タ

ル
村
名
ナ
リ
〈
後
略
〉

	

　
　

樫カ
シ
ヤ
マ山
村

	

　
　

一
、�

高
弐
百
四
拾
九
石
八
升
三
合
、
戸
七
拾
、
口
三
百
九
、
男
百
六
拾
九
、

女
百
四
拾
、
馬
弐
拾
六

	

　
　
　
　

�

浅
川
ノ
北
半
里
許ば
か

リ
ニ
ア
リ
。
長
沢
ヘ
壱
里
、
東
ハ
小
尾
へ
弐
里
、

各
々
山
岳
相
連つ
ら
なレ
リ
。
幽
遠
ニ
シ
テ
、
念
場
ト
云
曠こ
う

原げ
ん

モ
本
村
ノ
域
ニ

懸
レ
リ
。
古
へ
柏
埼マ
マ

ト
名
ツ
ケ
シ
牧
場
ナ
リ
ト
云
（
日
原 1977　

p.224

）

	

　

つ
ま
り
、
浅
川
村
は
戸
数
五
七
戸
、
人
口
一
一
九
人
、
樫
山
村
は
戸
数
七
〇
戸
、

人
口
三
〇
九
人
で
あ
る
。
こ
の
数
字
は
、『
甲
斐
国
志
』
発
刊
当
時
の
も
の
で
あ

ろ
う
が
、
明
治
期
の
合
併
時
に
も
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
と
推
定
で
き
る
。

⑼	

正
し
く
は
、
中
頸
城
郡
で
あ
る
。

⑽	

【
水
没
地
】
小
河
内
ダ
ム
の
建
設
に
あ
た
り
、
旧
東
京
市
小
河
内
村
と
山
梨
県

丹
波
山
村
及
び
小
菅
村
の
村
民
が
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
移
転
戸
数
は
資
料

に
よ
り
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
が
、
そ
の
ひ
と
つ
『
小
河
内
ダ
ム
と
湖
底
の
村
』（
一

九
七
九
）
に
よ
れ
ば
小
河
内
村
＝
五
三
二
戸
、
丹
波
山
村
＝
一
〇
二
戸
、
小
菅
村

＝
一
五
戸
で
あ
る
（
岩
崎 1988　

p.17

）。

	

　

石
川
達
三
の
小
説
『
日
陰
の
村
』
は
、
こ
の
時
の
小
河
内
村
の
動
静
が
素
材
と

な
っ
て
い
る
。
ダ
ム
建
設
の
告
知
以
来
、
水
利
権
の
問
題
な
ど
で
一
向
に
工
事
が

進
ま
な
い
な
か
で
、
移
転
対
象
者
は
生
活
に
困
窮
し
、
不
安
や
不
満
を
募
ら
せ
て

ゆ
く
。
資
料
【
２
】
は
そ
の
場
面
の
一
部
で
あ
る
。

⑾	

【
八
ケ
岳
開
拓
部
落
】
は
、
清
里
駅
の
北
西
、
国
道
一
四
五
号
線
の
西
側
に
位

置
す
る
地
域
で
あ
る
。

⑿	

こ
の
四
戸
の
出
身
地
は
、
１
、
今
諏
訪
村　

２
、
東
京
都
（
前
出
の
茅
野
達
一

郎
）
３
、
甲
府
市　

４
、
大
日
向
村
で
あ
る
。

	

　

こ
の
う
ち
大
日
向
村
（
現
・
佐
久
市
）
は
、
丹
波
山
村
と
似
て
、
養
蚕
と
炭
焼

き
が
主
要
な
産
業
で
あ
っ
た
が
、
価
格
の
変
動
が
激
し
く
、
昭
和
初
期
の
大
不
況

に
直
撃
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
に
、
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
、
満
蒙
開
拓
の
た

め
に
村
民
の
約
半
数
を
満
州
（
吉
林
省
）
に
送
出
し
現
地
に
分
村
を
成
立
さ
せ
た

（
岩
崎 1988　

p.191

）。

⒀	

【
酒
井
久
重
】
丹
波
山
村
出
身
で
、
清
里
入
植
時
は
二
七
歳
。
一
九
四
一
年
に

召
集
さ
れ
中
国
大
陸
で
従
軍
の
後
一
九
四
六
年
に
復
員
。
長
年
に
わ
た
り
入
植
者

た
ち
の
ま
と
め
役
の
約
割
を
果
た
し
、
安
池
と
の
パ
イ
プ
役
と
も
な
っ
た
。

⒁	

【
神
津
牧
場
】
日
本
で
最
初
の
洋
式
牧
場
と
し
て
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年

に
開
設
さ
れ
た
。
群
馬
県
下
仁
田
町
の
標
高
一
、
〇
〇
〇
ⅿ
の
高
原
に
あ
る
。
開

設
の
目
的
は
、
有
畜
農
業
の
導
入
に
よ
る
農
業
の
改
革
，
乳
肉
食
に
よ
る
日
本
人

の
体
質
改
善
を
図
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
お
、
一
八
九
一
年
に
は
、
岩
手
県
に
小

岩
井
農
場
が
開
設
さ
れ
た
。

⒂	
【
初
期
酪
農
従
事
者
】
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
奈
良 1992　

p.80

）。

	

　

小
峯
栄
次
郎
、
島
崎
藤
平
、
青
柳
源
作
、
新
谷
徳
一
（
丹
波
山
村
出
身
）

	

　

�

小
林
貫
一
（
今
諏
訪
村
出
身
）、
小
林
弘
之
（
甲
府
市
出
身
）、
小
須
田
正
市

（
大
日
向
村
出
身
）
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⒃	

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
各
入
植
地
に
関
す
る
記
述
は
、（
奈
良 1992　

pp.92-
104

）
に
拠
っ
て
い
る
。

引
用
・
参
考
文
献

日
原
興
忠
に
よ
る
復
刻
版
『
甲
斐
国
志
』
天
下
堂
書
店　

一
九
六
七
年

安
池
興
男
『
八
ケ
岳
山
麓
念
場
ケ
原
開
拓
の
足
跡
』
発
行
者
酒
井
久
重　

一
九
七
八
年

奈
良
靖
夫
『
清
里　

燃
え
つ
き
た
原
野
』
あ
す
な
ろ
社　

一
九
八
一
年

奈
良
靖
夫
『
清
里
昭
和
史
散
歩
』
朝
日
新
聞
東
京
本
社
朝
日
出
版
サ
ー
ビ
ス　

一
九

九
二
年

中
村
勝
実
『
佐
久
鉄
道
と
小
海
線
』
櫟
、
一
九
八
五
年

山
梨
日
々
新
聞
社
編
『
ポ
ー
ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
伝
』
山
梨
日
々
新
聞
社　

一
九
八
六
年

岩
崎
正
吾
『
感
激
の
至
情
、
楽
土
を
拓
く　

清
里
開
拓
物
語
』
山
梨
ふ
る
さ
と
文
庫

発
行
、
星
雲
社
発
売　

一
九
八
八
年

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
Ａ
・
ヘ
ン
フ
ィ
ル
著　

松
平
信
久
・
北
條
鎮
雄
訳
『
キ
ー
プ
へ
の
道　

昭
和
史
を
拓
い
た
ポ
ー
ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
』
立
教
大
学
出
版
会
刊　

丸
善
雄
松
堂
発

売　

二
〇
一
八
年

石
川
達
三
『
蒼
氓
・
日
蔭
の
村
』（
石
川
達
三
作
品
集
第
一
巻
）
新
潮
社　

一
九
七

二
年

付
記

	

本
論
執
筆
に
あ
た
り
次
の
方
々
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し

た
い
。

	

武
藤
六
治
、
廣
嶋
都
留
、
清
水
靖
男
、
安
孫
子
繁
、
秦
英
水
子
、
舩
木
上
次
、

	

松
平
謙
次


